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社会見学後、碑に書かれていた内容についてみんなで考えました。 

この言葉は、だれがだれに言っているのでしようか。 

だれ・・・・・世界の人、全員が 

だれに・・・・原爆にあってなくなった人 

あやまち・・・原爆が落とされたこと 

繰り返しませぬの「ぬ」には「繰り返しません」より「強い思いが感じられる」「決意」が見

られることを感じ取りました。 

 

 

 

 

さけび・・・・・原爆で亡くなった子が多くいる。小さな子が被害にあっている。 

いのり・・・・・なくなる子がいないように 

 

 

 

「無数の叫び」・・・被爆した人たち 

助け・・・・・・水がほしい       ○こんな戦争いやだ！ 

        死にたくない      ○誰がこんな戦争を・・・ 

        家族の人        ○いいことなんてない 

        助けて 

        何が起きたの   

 

 

 

 

 

 

 

こどもたちは、碑に書かれた文字から、平和に対する強い思いを感じ取りました。 

ぼ  ち  ぼ  ち  な  

【原爆死没者慰霊碑】 

「安らかにねむってください。過ちは繰り返しませぬから」 

【原爆の子の像】 

「これは ぼくたちのさけびです。 これは わたしたちのいのりです。 

世界に平和をきずくための 」 

 

【マルセル・ジュノー碑】 

「無数の叫びがあなたたちの助けを求めている」 

   


